
The  Unconscious  at  Work

 心理士が個別のケースにアプローチする際、背景となる集団や組織の理解が不可欠

です。しかし“集団”を理解することは一筋縄ではいきません。その理由の一つは、

私たちが集団を理解するための理論的枠組みを持ち合わせていないことにあります。 

 講読本『組織のストレスとコンサルテーション』はそうした私たちに理解への手が

かりを与えてくれます。今年８月の１回目は第Ⅰ部から基本的概念を学びました。２

回目となる今回は第Ⅱ部を学びます。この章には、組織のストレス(Organizational 

Stress)の実例と、その組織を無意識の諸相から理解する理論化のプロセスが、丁寧に

示されています。集団をどう理解し、どこに目を留め、どう関わればよいのか、一緒

に学びませんか。個人カウンセリングはもちろん、組織やグループのコンサルテー

ションやファシリテーションにも役に立ちます。（前回参加してない方も参加可能です）  


